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１．2025年11月期第３四半期の連結業績（2024年12月１日～2025年８月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年11月期第３四半期 2,507 2.8 76 △4.3 23 － 7 －
2024年11月期第３四半期 2,438 △25.5 80 △68.9 △7 － △40 －

(注) 包括利益 2025年11月期第３四半期 △25百万円( －％) 2024年11月期第３四半期 20百万円( △87.4％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年11月期第３四半期 0.20 －
2024年11月期第３四半期 △1.08 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年11月期第３四半期 7,428 2,991 40.3
2024年11月期 5,806 3,054 52.6

(参考) 自己資本 2025年11月期第３四半期 2,991百万円 2024年11月期 3,054百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年11月期 － 0.00 － 1.00 1.00

2025年11月期 － 0.00 －

2025年11月期(予想) 1.00 1.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年11月期の連結業績予想（2024年12月１日～2025年11月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,000 5.8 440 1.2 370 8.5 220 9.7 5.84
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

詳細につきましては、添付資料３ページ「1.当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想などの将来予
測情報に関する説明」をご覧ください。



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 －社（社名） －、除外 －社（社名） －

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む)
2025年11月期

３Ｑ
37,686,371株 2024年11月期 37,686,371株

② 期末自己株式数
2025年11月期

３Ｑ
43,701株 2024年11月期 33,301株

③ 期中平均株式数（四半期累計）
2025年11月期

３Ｑ
37,651,893株

2024年11月期

３Ｑ
37,653,070株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的である
と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予
想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３
ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間(2024年12月１日～2025年８月31日)における我が国経済は、堅調な企業業績などを背

景に景況感は良好な水準を維持しており、雇用・所得環境についても緩やかに改善が続いております。一方で、物

価の上昇によるコストの高騰や為替相場の変動が続いており、経済の先行きは依然として不透明な状況が続いてお

ります。

当社グループの主要事業領域である不動産業界では、引き続き投資家の物件取得意欲は高い状況にあり、訪日外

国人の消費回復や円安などの影響もあり、国内外の投資家による活発な物件の売買が行われております。今後につ

いても、物件価格と収益性のバランスを慎重に検討しながら、新規物件の取得を継続して行ってまいります。

また、太陽光発電業界におきましては、長期間にわたって安定した売電収入が期待できる投資商品としての需要

に加え、ESG投資を行う投資家や、カーボンニュートラルの実現に取り組む大手企業の投資ニーズが高まっておりま

す。また、2025年２月に新たに閣議決定されたエネルギー基本計画では、2040年度の電源構成目標として再生可能

エネルギー40～50%程度が掲げられるなど、引き続き政府による再生可能エネルギー普及促進が続いております。

運送業界では、トラックドライバーの時間外労働の上限規制などのいわゆる「2024年問題」により、中小の物流

事業者の財務改善、資金調達のニーズが高水準で推移しており、当社グループが展開するトラックのリースバック

は需要の拡大が見込まれます。

こうした状況の下、アセットマネジメント事業においては、引き続きファンド運用資産残高、不動産等受託資産

残高の増加に向けて、投資家ニーズに適合した魅力的な商品開発に努めております。当第３四半期連結累計期間に

おいては、FC車両ファンドの残高が810百万円増加いたしました。

インベストメントバンク事業においては、投資妙味のある不動産とリースバック用車両の取得に取り組んでおり

ます。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の業績は売上高2,507百万円(前年同期比2.8％増)、営業利益76百万円(前

年同期比4.3%減)、経常利益23百万円(前年同期の経常損失は7百万円)、また、法人税、住民税及び事業税、法人税

等調整額の計上により、親会社株主に帰属する四半期純利益は７百万円(前年同期の親会社株主に帰属する四半期純

損失は40百万円)となりました。

セグメント別の業績は以下の通りであり、売上高についてはセグメント間の内部売上高又は振替高を除いた売上

高で表示しております。

＜アセットマネジメント事業＞

当第３四半期連結会計期間末において、当社グループが運用するファンド運用資産残高は229億円(一部円換算

US$1.00＝144.80円)、当社グループがアセットマネジメント業務を受託している不動産等の受託資産残高は215億

円となり、不動産ファンド、太陽光発電ファンド、証券・事業型ファンドの各ファンドにおいて、アセットマネ

ジメントフィー等を計上しております。この結果、アセットマネジメント事業全体では、売上高507百万円(前年

同期比0.4％増)、セグメント利益114百万円(前年同期比9.6％減)となりました。

＜インベストメントバンク事業＞

不動産投資事業では、取得した販売用不動産の売却を進めております。また、車両リース事業においては、リ

ースバック用車両の取得を継続的に実施しております。この結果、インベストメントバンク事業全体では、売上

高2,000百万円(前年同期比3.5％増)、セグメント利益195百万円(前年同期比4.0％増)となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産の部）

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ1,621百万円増加し7,428百万円とな

りました。これは主に、現金及び預金が324百万円減少した一方で、棚卸資産が1,894百万円増加したことなどによ

るものです。

（負債の部）

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ1,684百万円増加し4,437百万円とな

りました。これは主に、社債の発行や借入による資金調達が増加したことなどによるものであります。

（純資産の部）

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ62百万円減少し2,991百万円となり

ました。これは主に、利益剰余金が、親会社株主に帰属する四半期純利益を計上した一方で、配当金の支払いによ

り37百万円減少し、その他有価証券評価差額金が32百万円減少したことなどによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第３四半期連結累計期間における連結業績は上記の通りであり、2025年１月14日付で発表いたしました連結業

績予想に変更はございません。なお、今後の業績等につきましては、様々な要因により大きく異なる可能性があり

ますが、何らかの変化がある場合には速やかに開示してまいります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記
（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,837 1,513

売掛金 79 92

未収入金 181 146

有価証券 120 67

営業投資有価証券 388 388

棚卸資産 2,154 4,049

短期貸付金 91 166

その他 56 148

流動資産合計 4,909 6,572

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5 4

工具、器具及び備品（純額） 13 11

土地 402 402

有形固定資産合計 420 418

無形固定資産

その他 2 1

無形固定資産合計 2 1

投資その他の資産

投資有価証券 222 189

その他 239 236

投資その他の資産合計 461 426

固定資産合計 884 845

繰延資産

開業費 12 9

繰延資産合計 12 9

資産合計 5,806 7,428

負債の部

流動負債

短期借入金 563 1,367

1年内返済予定の長期借入金 167 171

1年内償還予定の社債 － 16

未払金 213 162

未払法人税等 76 9

賞与引当金 53 19

役員賞与引当金 9 4

投資損失引当金 14 14

預り金 116 63

前受収益及び契約負債 5 154

その他 76 31

流動負債合計 1,297 2,014

固定負債

社債 － 26

長期借入金 1,415 2,364

その他 40 32

固定負債合計 1,455 2,422

負債合計 2,752 4,437
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年８月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,180 1,180

資本剰余金 677 677

利益剰余金 1,078 1,048

自己株式 △1 △1

株主資本合計 2,935 2,904

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 118 86

その他の包括利益累計額合計 118 86

非支配株主持分 0 0

純資産合計 3,054 2,991

負債純資産合計 5,806 7,428
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年12月１日
至 2024年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年12月１日
至 2025年８月31日)

売上高 2,438 2,507

売上原価 1,872 1,939

売上総利益 566 568

販売費及び一般管理費 486 491

営業利益 80 76

営業外収益

受取利息及び配当金 6 14

デリバティブ評価益 6 －

その他 0 2

営業外収益合計 13 17

営業外費用

支払利息 54 42

投資有価証券評価損 1 －

資金調達費用 39 23

為替差損 1 0

その他 2 3

営業外費用合計 100 70

経常利益又は経常損失（△） △7 23

匿名組合損益分配前税金等調整前四半期純利益又は
純損失（△）

△7 23

匿名組合損益分配額 1 2

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△8 21

法人税、住民税及び事業税 27 6

法人税等調整額 4 7

法人税等合計 32 14

四半期純利益又は四半期純損失（△） △40 7

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △0 △0

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△40 7
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年12月１日
至 2024年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年12月１日
至 2025年８月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △40 7

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 61 △32

その他の包括利益合計 61 △32

四半期包括利益 20 △25

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 20 △25

非支配株主に係る四半期包括利益 △0 △0
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基

準」（企業会計基準第27号2022年10月28日。以下「2022年改正会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間

の期首から適用しております。法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、

2022年改正会計基準第20－３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」

（企業会計基準適用指針第28号2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書

きに定める経過的な取扱いに従っております。なお、この変更による四半期連結財務諸表に与える影響はありませ

ん。また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表

における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を第１四半期連結会計期間の期首から適

用しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度について

は遡及適用後の四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、この変更による前第３四半期連結

累計期間の四半期連結財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表に与える影響はありません。

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2023年12月１日 至 2024年８月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

合計アセットマネ
ジメント事業

インベストメント
バンク事業

売上高

外部顧客への売上高 505 1,933 2,438

セグメント間の内部売上高又は
振替高

7 3 11

計 513 1,937 2,450

セグメント利益 126 188 314

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

利益 金額(百万円)

報告セグメント計 314

セグメント間取引消去 △1

全社費用(注) △233

四半期連結損益計算書の営業利益 80

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2024年12月１日 至 2025年８月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

合計アセットマネ
ジメント事業

インベストメント
バンク事業

売上高

外部顧客への売上高 507 2,000 2,507

セグメント間の内部売上高又は
振替高

1 － 1

計 508 2,000 2,509

セグメント利益 114 195 310

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

利益 金額(百万円)

報告セグメント計 310

セグメント間取引消去 2

全社費用(注) △236

四半期連結損益計算書の営業利益 76

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2023年12月１日
至 2024年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年12月１日
至 2025年８月31日)

減価償却費 3百万円 3百万円
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（重要な後発事象）

（ストック・オプションについて）

当社は、当社グループの中長期的な業績拡大及び企業価値の増大を目指すにあたり、当社グループの取締役及

び従業員の意欲及び士気をより一層向上させ、当社グループの結束力をさらに高めることを目的として、2025年

10月２日開催の取締役会の決議において、会社法第236条、第238条及び第240条に基づき、当社取締役及び連結子

会社の取締役及び従業員に対して発行する新株予約権の募集事項を決定し、当該新株予約権を引き受ける者の募

集をすることにつき決議いたしました。

新株予約権の発行要領

イ 銘柄 株式会社ファンドクリエーショングループ 第９回新株予約権

ロ 新株予約権の内容

（１）発行数

18,600個（新株予約権１個につき100株）

（２）発行価額

本新株予約権１個あたりの発行価額は、100円とする。

（３）発行価額の総額

217,620,000円

（４）新株予約権の目的となる株式の種類、内容及び数

本新株予約権１個当たりの目的である株式の数（以下、「付与株式数」という。）は、当社普通株式

100株とする。

（５）新株予約権の行使に際して払い込むべき金額

本新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、１株あたりの払込金額（以下、「行使価額」

という。）に、付与株式数を乗じた金額とする。

行使価額は、本新株予約権の発行にかかる取締役会決議日の前取引日である2025年10月１日の終値

（取引が成立していない場合はそれに先立つ直近取引日の終値）に122%を乗じた価格（１円未満の端数

は切り上げ）である金116円とする。

（６）新株予約権の行使期間

本新株予約権を行使することができる期間（以下、「行使期間」という。）は、2025年10月17日から

2035年10月16日までとする。

（７）新株予約権の行使の条件

① 新株予約権の割当てを受けた者（以下「新株予約権者」という。）は、2025年11月期から2029年11月

期までの事業年度において、当社の連結損益計算書に記載された経常利益（連結損益計算書を作成し

ていない場合には損益計算書に記載された経常利益）の合計額が、1,000百万円を超過した場合にの

み、2029年11月期における有価証券報告書が提出された日以降本新株予約権を行使することができ

る。なお、上記における経常利益の判定に際しては、当社が提出した有価証券報告書における連結損

益計算書（連結損益計算書を作成していない場合には損益計算書）の数値を参照するものとし、決算

期の変更、国際財務報告基準の適用、適用される会計基準の変更、当社の業績に多大な影響を及ぼす

企業買収等の事象が発生した場合など、当該数値で判定を行うことが適切ではないと当社取締役会が

判断した場合には、当社は合理的な範囲内で当該影響を排除するための適切な調整を行うことができ

るものとする。

② 新株予約権者は、新株予約権の権利行使時においても、当社または当社関係会社の取締役、監査役ま

たは従業員であることを要する。ただし、取締役会が認めた場合はこの限りではない。

③ 上記①②に関わらず、割当日から本新株予約権の行使期間の終期に至るまでの間に金融商品取引所に

おける当社普通株式の普通取引終値が一度でも行使価額に20％を乗じた価格を下回った場合、新株予
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約権者は残存するすべての本新株予約権を行使価額で行使期間の満期日までに行使しなければならな

いものとし、本新株予約権者が、当社または当社関係会社の取締役、監査役、従業員のいずれかの地

位を保有しなくなった場合でも、本項に基づく本行使義務（当該地位を保有しなくなった後、本行使

義務事由に該当することにより生じる本行使義務を含む。）は消滅せず、本新株予約権を行使しなけ

ればならない。ただし、次に掲げる場合に該当するときはこの限りではない。

(a)当社の開示情報に重大な虚偽が含まれることが判明した場合

(b)当社が法令や金融商品取引所の規則に従って開示すべき重要な事実を適正に開示していなかったこ

とが判明した場合

④ 新株予約権者の相続人による本新株予約権の行使は認めない。

⑤ 本新株予約権の行使によって、当社の発行済株式総数が当該時点における発行可能株式総数を超過す

ることとなるときは、当該本新株予約権の行使を行うことはできない。

⑥ 各本新株予約権１個未満の行使を行うことはできない。

（８）新株予約権の行使により株式を発行する場合の当該株式の発行価額のうちの資本組入額

① 本新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金の額は、会社計算規則第17条

第１項に従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とする。計算の結果１円未満の端数が

生じたときは、その端数を切り上げるものとする。

② 本新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本準備金の額は、上記①記載の資

本金等増加限度額から、上記①に定める増加する資本金の額を減じた額とする。

（９）新株予約権の譲渡に関する事項

本新株予約権の譲渡については、当社取締役会の承認を要するものとする。

ハ 新株予約権の取得勧誘の相手方の人数及びその内訳

当社取締役 ３名 15,000個（1,500,000株）

当社連結子会社取締役 ３名 900個（ 90,000株）

当社連結子会社従業員 ９名 2,700個（ 270,000株）


